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わ
が
国
で
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢

化
社
会
の
到
来
、危
機
的
な
国
・
地
方
の
財
政
状
況
、

情
報
化
の
進
展
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、

従
来
ま
で
の
行
政
シ
ス
テ
ム
で
は
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
な
課
題
が
山
積
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
方
行
政
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
の
進
展
、
市

町
村
合
併
の
全
国
的
な
展
開
、「
三
位
一
体
の
改
革
」

へ
の
的
確
な
対
応
、
危
機
的
な
財
政
状
況
か
ら
の
脱

却
な
ど
、
大
変
難
し
い
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
本
市
で
は
平
成
12
年

３
月
に
「
阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画
」
を
、
平
成
16

年
２
月
に
は
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、

長
引
く
不
況
に
よ
る
市
税
の
減
少
、
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
増
大
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
見
通
し

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
脱
却
し
、
真
に
住
民
福
祉
の

向
上
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
市
の
行
財
政
に
つ
い
て
従
来
に
な
い
大

胆
な
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
改
革
の
考

え
方
、
改
革
の
時
期
、
方
法
な
ど
を
明
確
に
し
、
計

画
的
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
阿
久
根
市
行
財
政
改
革
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

は
、
今
後
最
も
適
切
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
地
方

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
主
性
・
自
立
性
に
満
ち

た
魅
力
と
活
力
の
あ
る
市
政
を
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な
改
革
の

視
点
に
立
っ
た
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
を
目
指
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
第

２
次
阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画
」、「
定
員
適
正
化
計

画
」
及
び
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
」
を
連
動
さ
せ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
改
革
プ
ラ
ン
と
し
ま
す
。

��

第
�
次
阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画

⑴　

長
期
財
政
計
画
見
直
し
の
必
要
性

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
長
引
く
不
況
や
銀
行
等
の

不
良
債
権
処
理
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
税
収
を
は
じ

め
と
す
る
歳
入
の
大
幅
な
不
足
を
生
じ
る
な
ど
財
政

状
況
が
悪
化
し
て
き
て
お
り
、
平
成
14
年
度
末
で
国

の
長
期
債
務
残
高
は
５
４
２
兆
円
程
度
、
国
と
地
方

の
長
期
債
務
残
高
は
７
０
５
兆
円
程
度
と
い
わ
れ
て

お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
は
１
４
１
．
２
％
と

先
進
国
の
中
で
最
も
高
い
値
を
示
し
、
い
わ
ば
危
機

的
状
況
に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
２
０
１
０
年
代
初
頭
（
平
成
22

年
度
）
を
め
ど
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字

化
を
目
指
し
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、

平
成
13
年
度
か
ら
は
交
付
税
等
の
大
幅
な
削
減
が

行
わ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
平
成
15
年
度
決
算
で
比

較
す
る
と
平
成
12
年
度
交
付
額
に
対
し
普
通
交
付

税
で
約
８
億
８
千
万
円
の
削
減
、
特
別
交
付
税
で
約

１
億
１
千
５
百
万
円
の
削
減
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
削
減
額
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
発
行
が
許

�
阿
久
根
市
行
財
政
改
革
�
�
�
�
�
�
�
�
�

待
�
た
な
し
！

 
行 

財 

政 

改 

革
!!

　

阿
久
根
市
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
面
、
単
独
で
の
行
政
運
営
を
担
う
本
市
に
は
、
よ
り
一
層
行

政
の
ス
リ
ム
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
10
月
に
行
政
改
革
推
進
室
を
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
緊
急
か
つ
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、「
阿

久
根
市
行
財
政
改
革
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
は

じ
め
市
議
会
、
関
係
団
体
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特 

集
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可
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成
15
年
度
ま
で

で
約
10
億
１
千
５
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
15
年
度
に
は
普
通
交
付
税
を
は
じ
め
国
庫
補
助
金

等
の
更
な
る
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

ま
た
、
平
成
16
年
度
で
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

額
も
約
28
．
６
％
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
今
後
大
き
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
」と
併
せ
て「
阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画
」

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

⑵　

阿
久
根
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
い
て
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
本
市
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
不
振
等
に
よ
り
、
市
税
収

入
は
平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
に
低
迷
を
続
け
て
お
り
、

歳
入
は
今
後
も
大
幅
な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
歳
入
に
お
い
て
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
普
通
交
付
税
も
大
幅
な
削
減
が

な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
国
が
進
め

る
「
三
位
一
体
」
の
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
は

も
と
よ
り
国
庫
支
出
金
等
の
廃
止
や
大
幅
な
削
減
が

予
想
さ
れ
、
本
市
の
財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費

は
横
ば
い
の
状
態
で
す
が
、
扶
助
費
が
高
齢
化
や
対

象
者
の
増
加
の
影
響
で
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

公
債
費
は
平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
普
通
交
付
税
の
減
額
分
を

補
て
ん
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
が
続
け

ば
再
度
上
昇
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
義
務
的

経
費
が
今
後
も
伸
び
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
市

税
や
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
で
よ
う
や
く
ま
か

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
本
市
の
硬
直
化
し
た
財

政
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。
一
方
、
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
、
平
成
５
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し

て
き
て
お
り
、
歳
入
の
増
が
見
込
め
な
け
れ
ば
、
今

後
も
減
少
傾
向
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑶　

今
後
の
財
政
状
況
の
見
通
し
と
計
画
の
考
え
方

　

本
市
の
今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
我
が
国
の
経
済
動
向
や
財
政
改
革
の
状
況
を
勘

案
し
て
推
測
す
る
と
、
現
在
で
も
基
金
を
一
部
取
り

崩
さ
な
け
れ
ば
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
ほ
ど

財
政
状
況
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
将
来
す
べ
て
の

基
金
を
取
り
崩
し
て
歳
入
不
足
を
補
て
ん
し
た
と
す

歳入の推移 (単位：百万円 )

区 分 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

市 税 1,665 1,633 1,712 1,765 1,872 1,820 1,924 1,835 1,881 1,918 1,771

地方交付税 5,001 4,659 4,727 4,884 5,017 5,137 5,347 5,399 5,019 4,704 4,402

国県支出金 2,769 2,165 2,344 2,321 2,407 1,920 2,300 1,807 1,740 1,929 2,038

地 方 債 1,899 2,018 1,770 1,373 1,456 1,159 1,751 1,160 1,688 1,378 1,437

そ の 他 2,583 2,308 2,091 1,876 1,725 1,664 2,704 2,230 2,514 2,435 2,265

歳 入 総 額 13,917 12,783 12,644 12,219 12,477 11,700 14,026 12,431 12,842 12,364 11,913

歳出の推移 (単位：百万円 )

区　  　分 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

義
務
的
経
費

人件費 2,712 2,636 2,848 2,779 2,730 3,026 2,883 2,788 2,590 2,604 2,780

扶助費 1,089 1,136 1,179 1,253 1,327 1,401 1,442 1,262 1,314 1,407 1,555

公債費 1,443 1,565 1,658 1,885 1,824 1,849 2,424 1,920 1,834 1,827 1,742

合　計 5,244 5,337 5,685 5,917 5,881 6,276 6,749 5,970 5,738 5,838 6,077

投資的経費 5,325 3,995 3,951 3,267 3,218 2,077 2,156 2,453 3,185 2,773 2,229

そ の 他 2,933 3,050 2,774 2,841 3,230 3,043 4,880 3,806 3,737 3,579 3,352

歳 出 総 額 13,502 12,382 12,410 12,025 12,329 11,396 13,785 12,229 12,660 12,190 11,658
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以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
で
、
歳
入
の
確

保
や
歳
出
の
削
減
に
努
め
、
今
後
の
歳
入
と
歳
出
の

見
込
を
推
計
す
る
と
左
上
の
表
の
と
お
り
の
決
算
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
、
国
の
制
度
改
革
の
内
容
等
に

よ
っ
て
は
今
後
大
き
な
変
更
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

��

阿
久
根
市
定
員
適
正
化
計
画

⑴　

定
員
管
理
の
目
標

　

地
方
公
共
団
体
の
定
員
管
理
の
目
的
は
、「
最
小

の
職
員
数
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
」
に
あ
り

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政
状

況
等
の
諸
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
大
胆
な
見
直
し

や
民
間
委
託
等
の
導
入
を
積
極
的
か
つ
着
実
に
実
行

し
、
時
代
に
適
応
し
た
組
織
・
機
構
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
第
3
次
阿
久
根
市
行
政

改
革
大
綱
」
や
財
政
基
盤
の
指
針
と
な
る
「
第
2
次

阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画
」
と
の
整
合
性
も
保
ち
な

が
ら
、
常
に
定
員
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
本
計
画
で
は
、
平
成
15
年
度
職
員
数
が
312
名
で
、

平
成
25
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
80
名(

25
・
６%

)

の

職
員
を
削
減
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
と
、
平
成
19
年
度
で
基
金
は
全
部
な
く
な
り
、
実

質
収
支
赤
字
額
が
平
成
20
年
度
で
は
約
９
億
３
千
万

円
、
平
成
21
年
度
は
約
６
億
７
千
万
円
、
平
成
22
年

度
以
降
も
２
億
円
か
ら
３
億
円
程
度
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
こ
の
実
質
収
支
赤
字
が
生
じ

な
い
財
源
の
確
保
と
歳
出
の
削
減
策
を
確
立
す
る
こ

と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、「
第
２
次
阿
久
根
市
長
期
財
政
計
画
」

は
、
次
の
考
え
方
に
基
づ
き
策
定
し
ま
す
。

①　

計
画
期
間
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
25
年
度 

　

ま
で
の
10
か
年
と
し
ま
す
。

②　
「
第
４
次
阿
久
根
市
総
合
開
発
計
画
」
を
上
位

　

計
画
と
位
置
付
け
、
方
針
及
び
事
業
内
容
に
整
合

　

性
を
持
た
せ
ま
す
。

③　
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
推
進

　

を
中
心
に
、
人
件
費
を
は
じ
め
と
し
て
、
よ
り
一

　

層
の
経
費
節
減
を
図
り
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分

　

担
の
明
確
化
や
負
担
金
、
補
助
金
の
見
直
し
等
を

　

積
極
的
に
推
進
し
、
効
率
的
行
政
運
営
を
目
指
し

　

ま
す
。

④　

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
国
の
財
政
運
営
、
経
済

　

活
動
の
状
況
等
を
十
分
勘
案
し
、
市
税
、
地
方
交

　

付
税
等
過
大
な
見
積
も
り
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

　

ま
す
。

⑤　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
度
当
初
予
算

　

額
を
基
準
に
、
人
件
費
を
は
じ
め
経
常
的
な
経
費

　

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
上
回
ら
な
い
よ
う
各
年
度

　

の
歳
出
額
を
設
定
し
ま
す
。

⑥　

交
付
税
の
大
幅
な
削
減
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

　

金
等
の
廃
止
に
伴
う
歳
入
の
不
足
に
対
応
で
き
る

　

よ
う
、
市
税
や
使
用
料
等
の
歳
入
の
確
保
と
歳
出

　

の
抑
制
策
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
検
討
し
、
単
年

定員適正化計画
（各年 4月 1日現在）
区　 分 職員数 (人 )
条例定数 ３３８
Ｈ１６ ２９９
Ｈ１７ ２９０
Ｈ１８ ２８９
Ｈ１９ ２８７
Ｈ２０ ２７９
Ｈ２１ ２６５
Ｈ２２ ２５７
Ｈ２３ ２５０
Ｈ２４ ２４２
Ｈ２５ ２３２

　

度
の
財
源
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
に
計
画
を
策
定

　

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑦　

本
計
画
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と

　

と
し
、
景
気
の
動
向
、
社
会
情
勢
等
を
的
確
に
把

　

握
し
て
、
機
動
的
で
弾
力
的
な
財
政
運
営
に
努
め

　

る
も
の
と
し
ま
す
。

決算シミュレーション (単位：百万円 )

区 　   　 分 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
歳 　 入 9,946 9,502 9,228 8,882 8,713 8,636 8,554 8,632 8,419 8,330
基 金 繰 入 額 864 584 649 609 325 298 60 60 60 60
歳 入 の 確保額 37 22 39 39 68 20 20 20 20 20
前年度の繰越金 114 50 50 50 50 50 50 108 204 225
歳 入 総 額　 ① 10,961 10,158 9,966 9,580 9,156 9,004 8,684 8,820 8,703 8,635
歳 　 出 10,636 10,159 10,037 9,677 9,317 9,163 8,731 8,680 8,528 8,191
基 金 積 立 金 317 110 110 110 110 110 168 264 285 423
歳 出 の 削減額 ▲ 42 ▲ 161 ▲ 231 ▲ 257 ▲ 321 ▲ 319 ▲ 323 ▲ 328 ▲ 335 ▲ 342
歳 出 総 額　 ② 10,911 10,108 9,916 9,530 9,106 8,954 8,576 8,616 8,478 8,272
歳入－歳出①－② 50 50 50 50 50 50 108 204 225 363



－ 5－

��

第 

� 

次 

阿 

久 

根 

市

�
�

行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

備
、
実
施
す
る
も
の
を
「
実
施
細
目
」
と
し
て
と
ら

え
、
そ
の
担
当
課
、
実
施
年
度
、
概
要
及
び
経
費
削

減
効
果
見
込
額
な
ど
を
合
わ
せ
て
「
実
施
計
画
」
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
今
回

は
目
標
期
間
中
に
一
部
実
施
あ
る
い
は
完
全
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.akune.kagoshim

a.
jp/

）
に
は
、
す
べ
て
の
「
実
施
計
画
」
を
掲
載
し

て
あ
り
、
三
笠
支
所
、
大
川
出
張
所
、
本
庁
に
は
「
実

施
計
画
書
」（
全
文
）
を
配
布
用
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
及
び
受
益
者
負

担
等
の
見
直
し
に
係
る
も
の
は
、
本
紙
面
の
中
で
別

表
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

⑷　

実
施
計
画
の
見
込
額

　

今
回
の
実
施
計
画
に
お
け
る
「
経
費
削
減
効
果
見

込
額
」
欄
の
数
字
は
、
計
画
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、

平
成
16
年
度
の
計
画
作
成
時
点
で
見
込
め
る
平
成
16

年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で
の
合
計
額
で
す
。

　

な
お
、「
経
費
削
減
効
果
見
込
額
」
に
は
、
行
革

を
実
施
し
て
市
の
行
政
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
も

の
は
△
印
で
表
示
し
て
あ
り
、
行
革
は
実
施
す
る
も

の
の
新
た
に
支
出
を
伴
う
も
の
は
プ
ラ
ス
要
因(

△

印
の
な
い
も
の)

と
し
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
細
目
の
中
で
、
職
員
の
人
件
費
の
削

減
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
見
込
額

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
定
員
適
正
化
計
画
の
経
費

削
減
効
果
見
込
額
に
含
め
て
あ
り
、
個
々
の
実
施
細

目
で
は
「
－
」
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
計
画
は
実
施
す
る
も
の
の
経
費
削
減
見

込
額
等
の
設
定
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
も
「
－
」

で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
明
ら
か
に
費
用
を

伴
わ
な
い
も
の
は
「
０
」
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

⑸
実
施
計
画
一
覧
表
等
の
見
か
た

　

実
施
計
画
一
覧
表
の
中
で
、「
基
本
項
目
」
と
は

「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
」
で
重
点
事
項

と
な
っ
て
い
る
次
の
６
項
目
で
す
。

１
事
務
事
業
の
見
直
し

２
時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
見
直
し

３
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
の
推
進

４
効
果
的
な
行
政
運
営
と
職
員
の
能
力
開
発

等
の
推
進

５
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

６
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

　

ま
た
、
実
施
計
画
に
お
け
る
重
点
事
項
は(　

)

付

数
字
で
表
記
し
て
あ
り
、
実
施
項
目
は
○
付
数
字
で

表
記
し
て
あ
る
事
項
と
な
り
ま
す
。
実
施
年
度
に
表

示
し
て
あ
る
記
号
は
次
の
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
　

△
・
・
・
検
討
、
準
備　

○
・
・
・
一
部
実
施

　
　

◎
・
・
・
完
全
実
施　
　

→
・
・
・
継
続

　
　

●
・
・
・
検
討
結
果
に
よ
り
、
次
年
度
以
降
の

　
　
　
　
　
　

方
向
性
を
決
め
る

　

補
助
金
等
一
覧
表
及
び
受
益
者
負
担
等
一
覧
表
の

記
号
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。

⑴　

実
施
計
画
の
視
点

　

こ
の
た
び
の
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
」
で
は
、「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革

大
綱
」
を
踏
ま
え
て
、
前
述
の
「
第
２
次
阿
久
根
市

長
期
財
政
計
画
」
及
び
「
定
員
適
正
化
計
画
」
と
連

動
さ
せ
な
が
ら
、
従
来
か
ら
の
事
務
事
業
の
簡
素

効
率
化
や
経
費
削
減
に
加
え
て
、
市
民
の
目
線
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
＝

顧
客
と
い
う
考
え
方
の
も
と
顧
客
志
向
を
追
求
し
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
の
連
携
・

協
力
に
よ
り
、
市
政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

⑵　

実
施
計
画
の
目
標
期
間

　
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
」
は
、
そ
の

期
間
を
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
実
施
計
画
」
で
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
を
目
標
期
間
と
し
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
あ
る
い
は
改
革

の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
平
成
18

年
度
に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
実
施

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
報

等
で
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶　

実
施
計
画
の
内
容

　
「
第
３
次
阿
久
根
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
基
本
と

し
、
平
成
18
年
度
ま
で
の
目
標
期
間
中
に
検
討
、
準

担
当　

総
務
課
内
行
政
改
革
推
進
室

　

☎（
７
３
）１
２
１
１（
内
線
１
６
１
１
）
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〔△検討、準備　　○一部実施　　◎完全実施　　→継続　　●検討結果により次年度以降の方向性を決める〕

基本項目・重点事項・実施項目 実　施　細　目 担　当　課
実施年度

概　　　　　　　　　要
経費削減効果
見込額(千円)16 17 18

１　事務事業の見直し
　⑴　効率的な行政サービスの提供

①保育所運営
脇本保育園を休止して、児
童福祉施設として活用

生 き が い
対 策 課

△ ◎ →
平成17年度から脇本保育園を休止して児童福祉施設
として活用することにより、少子化時代に対応し、併
せて住民のニーズに応えていく。

△ 8,617

②公立学校運営 学校図書館職員の嘱託員、
臨時職員化

教育総務課 ○ ◎ → 小・中学校図書館に司書資格を有する嘱託員を配置す
る。 －

学校用務員の嘱託員・臨時
職員化又は委託の検討

教育総務課 ○ → →
小・中学校用務員として、一部に臨時職員等を配置す
る。

－

市内小・中学校の再編、統
廃合の検討

教育総務課 △ → ○
少子化時代に対応するため、市内小・中学校の再編と
統廃合について研究、検討する。

－

③市立図書館の運営 有資格者の嘱託員配置及び
委託の検討

生涯学習課 △ ◎ →
平成１７年度から、開館時間の延長、図書司書有資格
者の配置などを含めた指定管理者制度による管理運営
を実施する。

－

蔵書の管理システムの導入
と学校図書館との連携

生涯学習課 △ → ○ 学校図書館と市立図書館の効率的な業務推進のため、
蔵書管理に電算システムを導入する。 8,018

④支所・出張所の運営 三笠支所で地籍図の写しの
交付

市民環境課 ◎ → → 三笠支所で地籍図の写しが交付できるようにする。 0

大川出張所で市税等の証明
書及び地籍図の写しの交付

市民環境課 ◎ → → 大川出張所で市税等の証明書及び地籍図の写しの交付
ができるようにする。 0

⑤公用車の運行 車両台数の確保、利用促進
及び管理体制の改善

財 政 課 ○ → → 公用車の台数を確保するため、補助金の活用や使用年
限の延長及び買替え等を実施し、安全確保のため点検 1,600

特殊車両の運転委託 財 政 課 ○ → → 運転手の退職等に伴う欠員補充はせず、必要な場合の
み運転業務の委託を行う。 △ 8,523

　⑵　簡素かつ効率的な行政運営

①補助金等の整理合理化
廃止する補助金等

財政課及び
関 係 各 課

補助金等一覧表のとおり（Ｐ９） △ 18,040

削減す補助金等
財政課及び
関 係 各 課

補助金等一覧表のとおり（Ｐ９） △ 16,565

事業補助金の市単独上乗せ
分の削減等

財政課及び
関 係 各 課

補助金等一覧表のとおり（Ｐ９） △ 15,000

廃止又は削減する団体運営
負担金等

財政課及び
関 係 各 課

補助金等一覧表のとおり（Ｐ９） △ 271

②受益者負担等の見直し 施設における使用料の見直
し

財政課及び
関 係 各 課

受益者負担等一覧表のとおり（Ｐ９） △3,300

手数料の見直し
財政課及び
関 係 各 課

受益者負担等一覧表のとおり（Ｐ９） △1,034

事業実施による受益者負担
の見直し

財政課及び
関 係 各 課

受益者負担等一覧表のとおり（Ｐ９） △9,571

減免措置の見直し
財政課及び
関 係 各 課

受益者負担等一覧表のとおり（Ｐ９） △6,362

③市税収納体制の充実 市税現年課税分の収納率の
向上

税 務 課 △ ○ ◎
現年課税分の収納対策を課税担当を含めた取組とし、
電話催告及び夜間納税相談等を時差出勤制度を導入し
て実施する。

△1,545

市税等の口座振替の推進 税 務 課 ○ → →
便利で安全な市税等の口座振替を推進し、収納率の向
上と経費の削減を図る。

△ 1,323

⑤庶務事務の見直し
賃金、物品等の一元管理

総 務 課
財 政 課

→ → →
嘱託員の報酬、臨時職員の賃金の支払い、あるいは物
品等の購入を一元管理することにより、庶務事務の簡
素化を図る。

－

納税通知用封筒の見直し 税 務 課 △ → ◎
納税通知用封筒に広告掲載を希望する企業等が作成す
る封筒を利用するなどして、経費の削減を図る。

△ 414

企業会計システムの導入に
よる経費の削減

水 道 課 ◎ → →
水道事業の経理、予算、決算、料金等の徴収システム
稼働による経費の削減を行う。

△ 4,685

第３次行政改革大綱実施計画一覧表
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〔△検討，準備　　○一部実施　　◎完全実施　　→継続　　●検討結果により次年度以降の方向性を決める〕

基本項目・重点事項・実施項目 実　施　細　目 担　当　課
実施年度

概　　　　　　　　　要
経費削減効果
見込額(千円)16 17 18

２　時代に即応した組織・機構の見直し
　⑴　組織・機構の見直し

①各課・各係の統廃合の推
進

市民スポーツ課を生涯学習
課に統合

総 務 課 ◎ → →
市民スポーツ課と生涯学習課を統合し、総合運動公園
の管理委託等を実施することで効率的な運営を図る。

－

農政課の管理係と農政係を
統合し、耕地係を充実

総 務 課 ◎ → →
事務事業の円滑な推進と中山間地域の新規事業に対応
するため、農政課の管理係と農政係を統合して農政管
理係とし、耕地係を充実させ農村振興係とする。

－

②共通事務の集中的管理・
機構の検討 庁内総合案内機能の拡充 総 務 課 △ ○ →

来庁者の利便性の向上のため、内部組織で検討を進め、
庁内総合案内機能の拡充を図る。

0

時差出勤制度導入の検討 総 務 課 △ ○ →
業務繁忙期等における時差出勤体制導入の検討・協議
を行い、住民サービスの向上を目指す。

0

３　定員管理及び給与の適正化の推進
　⑴　職員数の削減

①定員適正化計画
定員適正化計画の作成及び
推進

総 務 課 ○ → →
現行の定員適正化計画を見直し、さらにこの計画に
沿った職員数の削減を推進する。

△ 226,355

　⑵　給与等の適正化

①高齢者層職員の給与等の
適正化 退職時特別昇給の廃止 総 務 課 ◎ → → 職員の退職時特別昇給（１号給）制度を廃止する。 △ 4,187

５５歳昇給停止 総 務 課 △ ◎ → 満５５歳に達した職員の普通昇給を停止する。 △ 10,562

②各種手当の見直し
特殊勤務手当の見直し 総 務 課 △ ◎ →

職員の特殊勤務手当のうち、自動車運転手手当、福祉
事務職員手当、税務手当、企業職員手当（水源地手当
は除く）を廃止する。

△ 2,448

通勤手当の見直し 総 務 課 △ ◎ → 職員の通勤手当を約４割削減する。 △ 21,757

住居手当の見直し 総 務 課 △ ◎ →
職員の住居手当（持ち家）の支給期間を、新築又は購
入後５年以内の支給とする。

△ 5,430

市内旅費の５割増しの廃止 総 務 課 △ ◎ →
職員の市内出張旅費の私用車に係る５割増規定を廃止
する。

△ 276

職員の給料の減額 総 務 課 ○ ◎ ● 職員の給料を一律３％減額する。 △ 69,654

四役の給料減額 総 務 課 ◎ → → 四役の給料を一律１０％減額する。 △ 6,088

４　効果的な行政運営と職員の能力開発等の推進
　⑴　職員の資質向上

①一般研修 各種研修の実施 総 務 課 → → →
毎年の対象者の計画的な受講を、これまでどおり継続
する。

180

②派遣研修 市町村アカデミーへの派遣
研修の実施

総 務 課 → → →
対象者の指名あるいは所管課長の推薦募集を行い、計
画的な受講をこれまでどおり継続する。

0

先進都市派遣研修の実施 総 務 課 △ → ○
派遣先の場所、予算等の検討を行い、人選を含めた準
備が整い次第実施する。

－

③自主研修
講師の登録制度の導入の実
施

総 務 課 △ ○ →
各分野において、職員を講師として登録し、市民出前
講座（仮称）等の派遣講師として活用するとともに、
職員の自己啓発の機会づくりとして導入を推進する。

0
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基本項目・重点事項・実施項目 実　施　細　目 担　当　課
実施年度

概　　　　　　　　　要
経費削減効果
見込額(千円)16 17 18

　⑵  効果的な行政運営

①行政評価制度の活用
行政評価制度の活用による
事業の見直し及び廃止

総 務 課 △ ○ ◎
行政評価制度を予算等と連携させ、効果的に活用する
ための新しいシステムを検討し、その実施を図る。

－

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上
　⑴　窓口事務の向上

①昼窓業務の拡大 昼窓業務の拡大実施
総 務 課 及 び
関 係 各 課

△ ○ ◎
昼休み時間帯における窓口業務について、新たに拡大
すべき業務を検討し、昼窓業務として実施する。

0

②総合窓口制などの検討
年度末の異動時期等におけ
る窓口事務の土・日開庁

総 務 課 及 び
関 係 各 課

△ ○ ◎
繁忙期である年度末等に、転入・転出等に係る窓口事
務を土・日も開庁して行うことで、住民の利便性の向
上を図る。

0

　⑵  行政の情報化

①情報の共有化と情報提供
　

基幹業務系システムの精査
及び更新

総 務 課 及 び
関 係 各 課

△ ○ ◎
現在の基幹業務系システムを見直して、より利便性が
高いシステムを構築することによって、業務の効率化
を図る。

20,000

戸籍情報の電算化及びシス
テムの運用

総 務 課 及 び
関 係 各 課

△ ○ ◎
戸籍情報の電算化を推進することにより、窓口対応の
迅速化を図る。

100,000

メーリングシステムの構築
総 務 課 及 び
関 係 各 課

△ ○ →
電子メールの活用性を広めるために、携帯メール等を
活用した情報提供を行うシステムを構築し、運用を図
る。

0

②行政の公正の確保と透明
性の向上

市のホームページのあり方
の検討

総 務 課 ◎ → →
市の広報紙に係る編集委員会をホームページまで含め
て検討・決定ができるメンバーとし、ホームページの
あり方等について検討していく。

0

入札制度のあり方の検討 財 政 課 △ ○ ◎
公募型指名競争入札の導入に向けて、試行的な実施の
成果を検討して、適正な導入を図る。

－

報告書等の整理及び公開 総 務 課 △ ○ ◎
市で既に実施した各種調査や報告書等について、可
能な限りデータ化し行政情報として市民に公開してい
く。

0

入札に係る設計図書等の電
子化及び公開

総 務 課
財 政 課

△ → ◎
入札に係る設計図書等を電子化して、ホームページ上
で公開することにより、入札の公正性と手続の簡素化
を図る。

0

６　会館等公共施設の設置及び管理運営
　⑴　財産の有効活用

①普通財産の管理
普通財産の有効利用と売却
等を含めた適正管理

財 政 課 ○ → →
市有財産を売却することにより、自主財源の確保及び
維持管理経費の軽減を図る。

△204,024

　⑵  公共施設の管理運営

①市有施設の管理
施設の延命化を図るための
計画的修繕

財政課及び
関 係 各 課

△ → ○
施設の修繕等に係る緊急度・危険度等を把握し、実施
順位を付け、計画的な修繕等を行う。

－

②公共施設の活用と運営委
託等

総合運動公園施設の阿久根
市体育協会への管理委託

生涯学習課 ◎ → →
総合運動公園施設の阿久根市体育協会への管理委託を
平成16年度から実施する。

22,599

ボンタンロードレース等の
イベントを阿久根市体育協
会へ運営委託

生涯学習課 ◎ → →
ボンタンロードレース等のイベントの阿久根市体育協
会への運営委託を平成16年度から実施する。

－

水産振興センターの活用の
見直し

水 産 商 工
観 光 課

△ ○ →
水産振興センターの利用拡大について、漁協をはじめ
とする水産関係団体と協議・検討する。

－

③指定管理者制度の導入
公の施設の指定管理者制度
の導入の積極的検討

総務課及び
関 係 各 課

△ ○ ◎
制度を導入すべき施設の可否を検討し、導入すべき施
設については制度に係る条例等の整備後、18年度当
初までに指定管理者による管理運営を行う。

－

④ＮＰＯ組織等との協働に
よる管理運営

公共施設のＮＰＯ組織等と
の協働による管理運営

総務課及び
関 係 各 課

△ ○ →
ＮＰＯ組織等と協働できる施設についての管理運営の
実施と、施設ごとの管理運営方法の結論を見いだす。

－
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実 施 細 目 具 体 的 事 項 担 当 課 実施年度 実施 細 目 具 体 的 事 項 担 当 課 実施年度
16 17 18 16 17 18

廃 止 す る
補 助 金 等

ふれあいのまちづくり事業補助金の廃
止 生きがい対策課 △ ◎ → 削 減 す る

補 助 金 等
えんどう連作障害対策土壌消毒事業補
助金の削減 農 政 課 △ ○ ◎

社会福祉活動専門員設置補助金廃止 生きがい対策課 △ ◎ → そらまめ連作障害対策土壌消毒事業補
助金の削減 農 政 課 △ ○ ◎

身障者福祉協会補助金を同連合会補助
金に統合廃止 生きがい対策課 △ ◎ → 市内産素畜導入事業補助金の削減 農 政 課 △ ○ →

阿久根市社会福祉施設整備助成金交付
要綱の廃止 生きがい対策課 ◎ → → 子牛生産出荷奨励事業補助金の削減 農 政 課 △ ○ →

原料野菜契約取引推進事業補助金の廃
止 農 政 課 → → ◎ 農業者年金受給者協議会補助金の削減 農業委員会 △ ○ ◎

農業廃残農薬適正処理推進事業の廃止 農 政 課 → → ◎ 青年会議所運営補助金の削減 水産商工観光課 △ ○ ◎

県単むらづくり整備事業補助金の廃止 農 政 課 △ ◎ → 商工会議所青年部運営補助金の削減 水産商工観光課 △ ○ ◎

農協有牛導入助成事業補助金の廃止 農 政 課 → ◎ → 学校保健会補助金の削減 学校教育課 △ ○ ◎

漁協青年部研修事業補助の廃止 水産商工観光課 ○ ◎ → 子ども会球技大会運営補助金の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

夏まつり実行委員会補助金の廃止 水産商工観光課 ◎ → → 校外生活指導連絡会補助金の削減 生涯学習課 △ ◎ →

削 減 す る
補 助 金 等

区長会研修補助金の削減 総 務 課 △ ○ ◎ 郷土芸能育成補助金の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

社会福祉協議会運営補助金の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 中央生活学校運営補助金の削減 生涯学習課 ○ ◎ →

更生保護婦人会運営補助金の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 婦人団体連絡会補助金の削減 生涯学習課 △ ◎ →

遺族会運営補助金の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ スポーツ少年団育成補助金の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

身体障害者連合会運営事業補助金の削
減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 県体出水地区体育大会補助の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

出水地区聴覚障害者協会運営補助金の
削減 生きがい対策課 △ → ◎ 三笠旗争奪少年剣道大会補助金の削減 生涯学習課 △ ○ →

手をつなぐ育成連絡協議会運営補助金
の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 県婦人バレーボール大会補助金の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

母子寡婦福祉会運営補助金の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 地区市町村対抗駅伝大会補助金の削減 生涯学習課 △ ◎ →

単位老人クラブ育成事業補助金の削減 生きがい対策課 △ ○ ◎ 体育協会育成補助金の削減 生涯学習課 △ ○ ◎

老人クラブ連合会運営事業補助金の削
減 生きがい対策課 △ ○ → 県スポーツ少年団交歓大会補助金の削

減 生涯学習課 △ ○ ◎

敬老祝金等支給の見直し 生きがい対策課 △ ○ → 市スポーツに関する競技会等参加補助
金の見直し 生涯学習課 △ ◎ →

食生活改善推進員協議会運営補助金の
削減 健康増進課 △ ○ ◎ 事業補助金等の市単

独上乗せ分の削減
合併処理浄化槽補助金の市単独上乗せ
分の廃止 市民環境課 △ ○ ◎

小組合長連絡協議会補助金の削減 農 政 課 △ ○ ◎ 廃止又は削減する
団体運営負担金等

サンセットライン観光開発協議会負担
金の停止 水産商工観光課 △ → ◎

機能集団育成補助金の削減 農 政 課 △ ○ ◎ ロザリオライン観光開発協議会負担金
の廃止 水産商工観光課 △ → ◎

農林技術連絡会補助金の削減 農 政 課 △ ○ ◎ 九州観光都市連盟の負担金の停止 水産商工観光課 △ ◎ →

たばこ連作障害対策土壌消毒事業補助
金の削減 農 政 課 △ ○ ◎

〔△検討、準備　　○一部実施　　◎完全実施　　→継続　　●検討結果により次年度以降の方向性を決める〕

実 施 細 目 具 体 的 事 項 担 当 課 実施年度 実 施 細 目 具 体 的 事 項 担 当 課 実施年度
16 17 18 16 17 18

全ての施設にお
ける使用料の見
直し

火葬場使用料の見直し 市民環境課 △ ◎ → 事業実施による
受益者負担の見
直し

市単独土地改良事業補助率の見
直し 農 政 課 △ ◎ →

働く婦人の家使用料の徴収 企画調整課 △ → ◎ 作業道急坂局部舗装事業補助率
の見直し 農 政 課 △ ◎ →

手数料の見直し 所有権移転登記等に伴う手数料
の見直し 農業委員会 △ ◎ → 里道整備事業補助率の見直し 都市建設課 △ ◎ →

納税証明手数料等の見直し 税 務 課 △ → ◎ 県単急傾斜地崩壊対策事業分担
金の新設 都市建設課 △ ◎ →

保育料督促手数料の徴収 生きがい対策課 △ → ◎ 生きがい対応型デイサービス事
業負担金の見直し 生きがい対策課 △ ○ →

住宅使用料督促手数料の徴収 都市建設課 △ → ◎ 減免措置の見直
し

総合運動公園施設使用料の見直
し 生涯学習課 △ ◎ →

補助金等一覧表

受益者負担等一覧表
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▽
青
龍
秋

和
（
中
央
、
同
）
▽
松
永
嘉
弘
（
牛
之
浜
、

同
）
▽
本
七
男
（
田
代
、
同
）
▽
宮
野
竜
市

（
尾
崎
、
同
20
年
７
月
）
▽
尾
崎
政
美
（
尾

崎
、
同
20
年
）

○
精
績
章

▽
平
田
一
美
（
鶴
川
内
、
勤
続
15
年
10
月
）

▽
春
田
義
孝
（
多
田
、同
）
▽
中
野
貴
文
（
中

央
、
同
）
▽
柏
木
輝
雄
（
三
笠
、
同
）
▽
山

崎
洋
一
（
鶴
川
内
、
同
）
▽
坂
上
徹
（
鶴
川

内
、
同
）
▽
米
次
賢
三
（
田
代
、
同
）

○
勤
続
章
（
20
年
）

▽
青
龍
秋
和
（
中
央
）
▽
高
原
浩
行
（
桑
原

城
）
▽
花
田
悟
（
大
川
）
▽
牟
礼
範
隆
（
牛

之
浜
）
▽
松
永
嘉
弘
（
牛
之
浜
）
▽
本
七
男

（
田
代
）
▽
宮
野
竜
市
（
尾
崎
）
▽
尾
崎
政

美
（
尾
崎
）

◇
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

○
勤
続
章
（
10
年
）

▽
倉
村
和
広
（
山
下
）
▽
牛
之
濱
幸
男
（
牛

之
浜
）
▽
東
園
啓
一
郎
（
中
央
）
▽
寺
地
英

兼
（
中
央
）
▽
花
田
正
伸
（
大
川
）
▽
東
園

久
志
（
西
目
）
▽
小
園
博
樹
（
山
下
）
▽
谷

口
純
一
（
尾
崎
）
▽
貴
島
裕
一
（
多
田
）
▽

大
野
裕
人
（
桐
野
）
▽
石
原
一
夫
（
黒
之
瀬

戸
）

◇
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

○
勤
続
章
（
15
年
）

▽
田
原
正
信
（
田
代
）
▽
田
中
正
二
（
大
川
）

▽
山
添
典
夫
（
三
笠
）
▽
田
代
茂
孝
（
田
代
）

▽
本
孝
志
（
田
代
）
▽
牟
田
昇
（
折
口
）
▽

冨
永
振
二
（
中
央
）
▽
花
木
信
治
（
大
川
）

▽
東
園
忍（
桑
原
城
）▽
餅
越
禎
久（
弓
木
野
）

○
優
良
団
員

▽
若
松
義
徳
（
尾
崎
、
勤
続
12
年
）
▽
金
井

光
弘
（
田
代
、
同
13
年
）
▽
前
田
和
久
（
弓

木
野
、
同
）
▽
新
町
勝
利
（
中
央
、
同
）
▽

釣
井
博
文
（
折
口
、
同
12
年
）
▽
中
尾
隆
樹

（
鶴
川
内
、
同
）
▽
川
井
隆
章
（
三
笠
、
同
）

▽
的
場
錠
治
（
大
川
、同
）
▽
野
畑
良
久
（
多

田
、
同
）
▽
西
野
善
樹
（
折
口
、
同
）
▽
栗

林
鉄
矢
（
鶴
川
内
、
同
）

◇
団
長
表
彰

○
勤
続
章
（
10
年
）

▽
青
木
良
次
（
多
田
）
▽
濱
﨑
則
和
（
佐
潟
）

▽
花
田
忍
（
赤
瀬
川
）
▽
牧
内
次
雄
（
山
下
）

▽
尾
原
清
美（
田
代
）▽
児
玉
武
久（
桑
原
城
）

▽
西
田
兼
一（
桐
野
）▽
谷
口
一
則（
桑
原
城
）

▽
奥
園
豊
志
（
多
田
）
▽
冨
吉
和
秀
（
桑
原

城
）
▽
折
口
敏
明
（
折
口
）
▽
京
田
堤
樹
（
瀬

之
浦)

▽
竹
原
修
身
（
黒
之
瀬
戸
）
▽
佐
潟

義
彦
（
佐
潟
）
▽
寺
園
聡
一
（
山
下
）

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１

月
９
日
、
市
民
会
館
前
広
場
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
消
防
関
係
者
ら
が

出
席
し
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
演
技
や
消
防
署
員
・
消
防
団
員

に
よ
る
消
防
操
法
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
功
労
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
団
員
ら
は
新
港

ま
で
行
進
し
、
見
学
に
訪
れ
た
多

く
の
市
民
と
と
も
に
火
災
や
災
害

の
な
い
１
年
を
願
い
、
い
っ
せ
い

に
放
水
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　

※
敬
称
略

平成 17 年　消防出初式

地域を守る決意を新たに

火災・災害のない１年を願って、いっせい放水（新港）

市中行進を行う消防団
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１
月
５
日
、
平
成
17
年
成
人
式
が
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
色
鮮
や

か
な
晴
れ
着
姿
の
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
阿
久
根
太
鼓
「
鼓コ
ー
ル響
」
の
力
強

い
和
太
鼓
演
奏
で
開
会
し
、
司
会
を
新
成
人

の
中
山
佳
雄
さ
ん
と
平
野
智
美
さ
ん
が
立
派

に
つ
と
め
ま
し
た
。
ま
た
式
次
と
し
て
斉
藤

市
長
が
「
思
い
や
り
と
い
た
わ
り
の
心
を
持

つ
大
人
と
し
て
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
飛
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た

ほ
か
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
交
歓
の
つ
ど
い
で
は
、

斉
藤
市
長
か
ら
新
成
人
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

新
成
人
か
ら
本
市
へ
福
祉
用
車
イ
ス
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
成
人
代
表
の
倉

津
春
美
さ
ん
と
川
畑
麻
友
美
さ
ん
が
意
見
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

し
て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
高
原
茂
委
員

長
と
昨
年
の
華
の
50
歳
組
代
表
の
恒
吉
誠
氏

が
、
選
挙
の
重
要
性
や
華
の
50
歳
組
の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

な
ど
を
交
え
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
了
す
る
と
、
新
成
人
ら
は
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
お
互
い
の
近
況
な
ど

に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り

し
な
が
ら
再
会
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

新 成 人 の 声
活気のある阿久根を

西 田 秀 樹 さん（高之口区）

将来の夢は先生
西 田 陽 子 さん（桐野上区）

いつまでも自然を大切に
東 　 育 美 さん（田代下区）

　毎日、実家から専門

学校に通学しています。

　阿久根は高齢化が進

んでいますが、高齢者

と若い人が一緒になっ

て、活気のある街にし

ていきたいです。

　私は、小学校の先生

を目指して勉強してい

ます。将来の夢は、子

供たちの気持ちをきち

んと読み取れて、信頼

される先生になること

です。

　私は、県外で就職し

ています。阿久根に帰

省すると、ほっとして

落ち着きます。これか

らも水と星のきれいな

故郷であってほしいで

す。

意見発表を行う新成人

平成17年

成人式

382
人
�
大
人
�
仲
間
入
�
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地
震
�
津
波
�
備
�
�
�

　

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
や
12
月
に
発
生
し
た
ス
マ

ト
ラ
島
西
方
沖
の
地
震
で
は
、
大
き
な
被
害
や
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
や
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ

ら
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て

ず
に
適
切
な
判
断
・
行
動
を
と
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

地
震
・
津
波
に
対
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
狭
い
路
地
、
塀
や
壁
、
が
け
や
川

　

べ
り
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
津
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
最
小
限
に

　

と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

○
正
し
い
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
�
対
�
�

○
強
い
地
震
（
震
度
４
程
度
）
を
感

じ
た
と
き
や
弱
い
震
度
で
あ
っ
て

も
長
い
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺

れ
を
感
じ
た
と
き
、
地
震
を
感
じ

な
く
て
も
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
海
浜
か
ら
離

れ
、
急
い
で
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
船
舶
は
す

ぐ
に
港
外
（
水
深
の
深
い
、
広
い

海
域
）
に
退
避
し
ま
し
ょ
う
。

○
正
し
い
情
報
を
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、

無
線
な
ど
を
通
じ
て
入
手
し
ま    

　

し
ょ
う
。

○
津
波
注
意
報
で
も
、
海
水
浴
や
磯

釣
り
は
危
険
な
の
で
行
わ
な
い    

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の

　

で
、
警
報
、
注
意
報
解
除
ま
で
気

　

を
ゆ
る
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

し
ょ
う
。

○
火
が
で
た
ら
す
ぐ
に
消
火
を
行
い

　

ま
し
ょ
う
。

○
戸
を
開
け
て
、
出
口
の
確
保
を
行

　

い
ま
し
ょ
う
。

○
外
へ
出
る
と
き
は
あ
わ
て
な
い
よ

地
震
�
対
�
�

○
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
確
保
を
行

　

い
ま
し
ょ
う
。

○
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
行
い
ま

　非常用持ち出し品には、これだけあれば十分ということはあり
ません。家族に乳児や病人がいる場合は、ミルクやおむつ、常備
薬なども準備しておきましょう。非常持ち出し品は、袋などに入
れて、いつでも持ち出せる場所に備えておきましょう。

コ
ミ
�
ニ
テ
�
助
成
事
業
で

　

折
口
地
区
の
運
動
広
場
を
整
備

　

折
口
地
区
の
運
動
広
場
（
石
船
神
社

内
）
に
外
周
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
と
し
て
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
助

成
を
活
用
し
た
施
設
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
運
動
広
場
が
安
全
な
施
設
と
し
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
、
子
供
か
ら

老
人
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
り
、

健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

カセットボンベなどの
ゴミの出し方について

市民環境課からのお願い

　スプレー缶やカセットボンベなどについては
中身を使い切り、穴を空けてから不燃ごみとし
て排出していただくことになっています。
　先日、このルールが守られずに出されたカ
セットボンベを収集した際に、車両の荷台部分
で爆発し、ごみに引火するということが起きま
した。
　このような出し方は非常に危険ですので、ス
プレー缶やカセットボンベといったガス類が
入ったものは、必ず中身を使いきり穴をあけて
から出してください。ルールを守って、適正な
ごみ出しにご協力くださいますようお願いしま
す。

非常用持ち出し品の例
水 非常食品 通帳など 現金(5万円程度)

携帯ラジオ

懐中電灯

生活用品 衣類 救急用品

１日分１人
３ℓを目安に

定期的に入
れ換える

免許証・健康保
険証のコピーも

空のフイルム
ケースが役立つ

予備の電池も 断水時にはウエット
ティッシュが重宝

紙製品の下着
なども便利

常備薬も
忘れずに
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みんなのアルバム
楽しい話題・催し物などをお知らせください。

（内線１２１４）市役所　広報係　℡73１２１１

　１月 23 日、林業、水産業関係者らでつくる実行委員会が主催し、
脇本地区の下村海岸などで「山と海の交流会　ＩＮ　阿久根」が開催
されました。
　脇本地区公民館で行われた講演会では、宮城県で牡蠣（かき）養殖
を営む畠山重篤氏が「美しい海づくりのためには、山と海との関係と
そこに住む人々の自然を大切にする心が重要です」と講演されました。
　その後、参加者らは下村海岸に移動し、白砂青松再生を願い、松く
い虫の食害に強い約５００本のクロマツの植樹と海岸一帯のゴミ拾い
をしました。
　参加した小学生は「講演会では、自然の大切さを学びました。今日、
植樹した松が大きく育って、この下村海岸が青々とした松の繁る、もっ
ときれいな海岸になってほしいです」と話していました。

豊 漁 と 航 海 安 全 を 願 う

　１月 10日、豊漁と航海安全を願う正月の伝統行事えびす祭りが市内
各地で開催されました。
　新町地区では、大漁旗を張り巡らしたコミュニティー新町で開催され、
大勢の漁業関係者や地域住民が出席しました。祭壇には鯛やモチが供え
られ、鎮座した２体のえびす様を前に、送神歌の「よいこん節」が朗々
と歌われました。そして、出席者らは「えびす様、今年も頼んでな」と
豊漁と航海の安全を祈願しました。

家 族 協 定 で 明 る い 農 業 経 営

　農業経営にたずさわる夫婦や親子間で、経営のやり方や報酬、休
日の取得などの取り決めを行う「家族経営協定」の調印式が１月 13
日、市農村環境改善センターで行われました。
　この日は、市内で農業を営む夫婦や親子など２１組が、それぞれ
の家族で話し合い、取り決めた協定書に調印。今後の農業経営にお
いて、お互いが経営のパートナーとして貴重な存在であることを改
めて認識し合いました。

豊かな海は豊かな森林から

えびす祭り

山と海の交流会

家族経営協定調印式

子供たちの元気なほめ口上

　１月 14日、倉津地区で子供たちが各家庭の家業をほめそやす正月の
伝統行事「麦ほめ」が開催されました。集まった小学生男子 19 人は、
地区内の約 130 軒の家々を訪問し、玄関先でＴ字型の杖を腹に当てなが
ら「○○さん、ゆえもそかい」から始まり、そこの家の職業に応じて家
業繁栄を願うほめ口上を大声で述べました。口上が終わると、家主から
お礼にお年玉がもらえますが、時には「声が小さい、やり直し」との注
文が付く一幕もありました。

倉津地区で麦ほめ
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ウニの瓶詰が農林水産大臣賞に輝く

　鹿児島県水産物品評会で尾塚水産が出品したウニの瓶詰めが、
農林水産大臣賞（163 点出品中１席）を受賞し、1月 15日鹿児島
で表彰式がでありました。
　尾塚水産の尾塚ヱイ子さん（佐潟区・写真）は「今回の受賞は
名誉なことで、とてもうれしく思っています。この受賞を励みに
精進し、多くの方と共に協力しあい、新鮮で豊富な阿久根の食材
を活かした商品づくりを進めていきたいです」と話していました。

尾塚水産

健康づくりは食生活から

　１月 19日、働く婦人の家で「ヘルスサポーター２１教室」が開
催されました。この教室は、食生活改善推進委員の皆さんが、食
生活をとおして健康づくりを考えてもらおうと、食生活について
の講話や調理実習などを行ったものです。参加者の井上好美さん
（新町区）は、「今日は、食生活と健康づくりについて楽しく学ぶ
ことができました。今後、学んだ知識を家庭でいかしていきたい
です」と話していました。

健康づくりは食生活から

演芸で防火・防災を呼びかける

　阿久根地区消防組合は、お年寄りや子供たちに防火や防災を呼
びかける「防火宣隊」を立ちあげました。
　１月 21日には、初の啓発活動をデイサービスセンター翠香苑で
実施しました。この日は、デイサービス利用者 15名の前で火災な
どについての話のほか、濵﨑敏光救急救命士による楽しい手品や
電子オルガン演奏などで防火・防災を呼びかけました。「防火宣隊」
では、今後も継続して管内で啓発活動を行いたいということです。

阿久根地区消防組合「防火宣隊」

迅速適切な海難救助に表彰

　１月 26日、北さつま漁協黒之浜支所で同支所所属の漁船「和丸」
の梶尾日出男・セツ子夫妻（黒之浜区）と漁船「美丸」の平瀬武敏・
友子夫妻（黒之浜区）が海難救助功績者として牛深海上保安署長表
彰を受けました。
　これは、１月 5日に黒之瀬戸で発生した海難事故において、漂流
していた乗船者を救助し救急車の要請を漁協に依頼するなど、危険
を省みず救助活動を行ったことについて表彰されたものです。

牛深海上保安署長表彰

白熱した好ゲームを展開 !!

　１月 29日・30日、市総合体育館でアクネスポーツ杯争奪中学生
バスケットボール大会が開催されました。11回目を迎えたこの大会
には、県内外から男女合わせて 27 チームの参加があり、小原智幸
くん（阿久根中バスケットボール部主将）の力強い選手宣誓によっ
て開幕し、２日間にわたる熱戦が繰り広げられました。
　なお、大会結果は次のとおりです。
【男子】　①出水中　　　②西陵中（鹿児島市）
【女子】　①水俣第一中　②西陵中（鹿児島市）

中学生バスケットボール大会

平　

瀬　

武　

敏
さ
ん
（
右
）

梶　

尾　

日
出
男
さ
ん
（
左
）



－ 16－

阿
久
根
短
歌
会

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

　

使
用
し
て
い
ま
す
�

雲
一
つ
無
き
青
空
を
久
々
に
仰
ぐ
は
至
福

眼ま
な
こ癒
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　

新　

町　

玉
川　

慶
子

歌
舞
伎
好
き
の
亡
父
に
見
せ
た
き
勧
進
帳

テ
レ
ビ
に
て
今
吾
は
そ
を
見
つ

　
　
　
　
　
　
　

脇　

本　

赤
崎　

タ
エ

亡
き
夫
の
言
ひ
遺
し
た
る
わ
が
歌
集
の
発

刊
を
見
る
二
年
余
を
経へ

て

　
　
　
　
　
　
　

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

真ま
さ
お青
な
る
天あ
ま

に
え
が
き
し
壁
画
か
と
絹け
ん
う
ん雲

刷は

く
を
飽
か
ず
眺
む
る

　
　
　
　
　
　
　

新　

町　

遠
矢　

律

友
去
り
て
空
家
と
な
り
し
か
の
垣
に
八
重

の
山
茶
花
散
り
て
や
あ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

上
野　

河
南　

誠
一
郎

道
に
散
り
し
黐も
ち

の
わ
く
ら
葉
さ
む
ざ
む
と

雨
に
打
た
る
る
さ
ま
見
つ
つ
行
く

　
　
　
　
　
　
　

折　

口　

白
浜　

ノ
ブ

元
朝
に
亡
夫
の
愛め

で
た
る
黒
じ
よ
か
の
酒

は
ほ
ど
よ
き
燗か
ん

と
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

亀
澤　

笑
子

薄う
す
ら
ひ氷
の
と
け
ゆ
く
庭
の
蹲つ
く
ば
ひ踞
に
う
つ
る
新

年
の
空
の
蒼あ
を

か
り

　
　
　
　
　
　
　

脇　

本　

宮
原　

範
子

孫
た
ち
に
囲
ま
れ
過
す
大
晦
日
テ
レ
ビ
に

見
入
り
聞
く
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　

脇　

本　

渡
瀬　

栄
子

老
木
の
朽
ち
て
日
の
照
る
山
肌
に
実み
し
ょ
う生
の

樫
は
二
葉
を
抱い

だ

く
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別
府　

義
明

図 書 館 だ よ り

彩
とりどり

々の短
う た

歌を探しに

　今もなお日本人の心を深く惹
ひ

きつける短歌。鋭く研ぎ
澄まされた言葉の中にも、温かく豊かな感性で、決して
色あせず、静に、そして力強く広がりゆく世界。このた
び、阿久根市在住の川畑スミ様と阿久根市出身で鹿児島
市在住の宮路廣子様より短歌集を寄贈していただきまし
た。この機会にぜひご覧ください。そして皆さまも短歌
を詠まれてみてはいかがでしょうか。ここに各一首づづ
ご紹介しておきます。

　木蓮の花さく小道久々に夫と並みゆく淡月の夜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川畑　スミ
　ひといきに吹く冠毛にのせる思募きらりと空の
　明るさに飛ぶ　　　　　　　　　　　　宮路　廣子

＜新着図書＞
・三好　綾「乳がんなんてやっつけろ !!」・多和田葉子「旅
をする裸の眼」・P.W. シンガー「戦争請負会社」ほか

あくね男女共同参画講演会 2005 開催のお知らせ

テーマ　「ＤＶって何？　男の暴力、女の暴力」

　　　　～ＤＶを許さない地域づくりのために～

［講　師］　　武
たけい

井　美
み ち こ

智子　さん

［日　時］　　３月５日（土）　19時～21時

［場　所］　　グランビューあくね（光礁の間）

［託　児］　　有り。対象者は２歳以上就学前。

　　　　　　（必ず事前に申し込んでください。）

［主　催］　・阿久根市

　　　　 　  ・阿久根市男女共同参画啓発事業

　　　　　　実行委員会

＊参加無料で誰でも参加できます！
　当日参加もできますが、資料などの準備の都合上なるべく事前に住所、氏
名、電話番号、託児の有無を記入のうえハガキまたはファックスでお申込み
ください。（電話も可）
　※お申込み・お問い合わせ先
　企画調整課　☎７３－１２１１（内線 1216）FAX　７２－２０２９

【講師プロフィール】
・ 鹿児島市在住。
・ 武井内科クリニック
　院長（心療内科、内
　科、アレルギー科）
・こころのサポート
　「アミ」代表

女 性 の た め の
無 料 相 談 開 催

　女性のこころや身体・子育てに

関する問題などを専門の女性相談

員があなたと共に考えます。秘密

は固くお守りします。

【日時】３月１日㈫10時～ 16時

【場所】働く婦人の家

【申し込み方法】　

　相談希望者は、２月25日㈮ま

　でに予約が必要ですので、働く

　婦人の家または企画調整課へお

　電話ください。

　（予約がない場合、相談は実施

　しません。）

※お問い合わせ先

　働く婦人の家☎７３－３７６９

　企画調整課　☎７３－１２１１

　　　　　（内線１２１６）

　・川畑スミ様より　桜紅葉 (さくらもみじ )：川畑　スミ 著
　・宮路廣子様より　読点の風：宮路　廣子 著
　　　　　　　　　　現代鹿児島短歌大系１～ 15
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いきいき健康づくり教室の参加者募集

　高脂血症、糖尿病などの生活習慣病を予防し健康寿命を伸ばしていくためには、日々の食生活の改善や適度な
運動が必要です。
　今回、生活習慣病予防をテーマに料理教室や万歩計の着用を行い、日常生活にすぐ活用できる健康教室を開催
します。専門の講師を招き、楽しく学べる内容となっていますので、この教室に参加して自分や家族の健康づく
りに役立ててみませんか。

・日程および内容

期 日 時 間 内　　　　　　　　容 講　　　　　　　師
第
１
回
２月26日㈯ 13:30 ～ 15:00

◆講話
　「生活習慣病を防ごう！」
　～動脈硬化を防ぎ血管を若く保つために～

厚生連健康管理センター
副所長
　医師 草　野　　健 先生

第
２
回

３月１日㈫ 13:30 ～ 15:00
◆講話
　「おいしく食べて健やかに」パート1
　～糖尿病や高脂血症予防の食生活～

厚生連健康管理センター
管理栄養士
　鮫　島　美　保　先生

第
３
回

３月８日㈫  9:30 ～ 13:00
◆講話＆調理実習
　「おいしく食べて健やかに」パート２
　～おいしくヘルシーな献立づくり～

厚生連健康管理センター
管理栄養士
　鮫　島　美　保　先生

第
４
回
３月15日㈫ 13:30 ～ 15:00

◆講話＆運動実技
　「運動を長続きさせるコツ」
　～生活の中に運動を取り入れよう！～

厚生連健康管理センター
健康運動指導士
　谷　口　清　正　先生

○　第２回からは、申込みが必要です。できるだけ続けての参加をお願いします。（先着４０名）
　・対象者　健診などで血糖値やコレステロール値が気になり始めた方（その家族の方の参加もお待ちしてます）。
　　　　　　健康づくりに関心のある方など、どなたでも参加できます。
　・場　所　保健センターおよび働く婦人の家
　・費　用　無料（第３回のみ調理実習材料費５００円程度になります）
　・募　集　２月２１日㈪までに電話でお申込みください。
　※　お申込み・お問い合わせ先　　健康増進課　保健予防係　☎７３－１２１１（内線１４３２）

第１回は申込みの必要はありません。
どなたでもお気軽にご参加ください。



－ 18－

地域子育て支援事業３月子育てサークル（だれでも親子で参加できます）

☆親子教室（１０：００～１２：００）

☆年齢別サークル（お問い合わせは、みどりが丘保育園まで）
第１金曜日（２／４）　　ひよこクラブ（Ｏ～１歳児サークル）…農村環境改善センター /牧内
第３金曜日（２／ 18）　こっこクラブ（２歳児以上サークル）…農村環境改善センター /牧内

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金）　みなみ保育園
毎週（土）　みどりが丘保育園（第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

☆参加は申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申し込みください。

【地域子育て支援センター】　みどりが丘保育園☎７３－３４５７・みなみ保育園☎７２－３９３９

　子育て中の方々に親と子が安心して遊び、話せる場を提供しています。お気軽に、支援センターをご利用ください。

◎ひまわりサークルは、相談のある方を対象にしています。［申込みは、保健予防係まで☎ 73-1211( 内線 1431)］

放課後児童クラブの
利用申し込みについて

　平成17年度の放課後児童クラブ利用の申し

込みを次のとおり受付けます。利用対象は、

保護者等が仕事などにより昼間家庭にいない

小学校に就学しているおおむね１年～３年の

児童で、継続利用についても新たな申し込み

が必要です。なお、申込用紙は、生きがい対

策課と各児童クラブで配布しています。

【実施クラブ】

　・脇本児童クラブ　　・阿久根学童クラブ

　・鶴川内児童クラブ　・大川児童クラブ

　・山下児童クラブ　　・折多児童クラブ　

　・学童クラブガッツ

　　（出水養護学校へ通学の児童・生徒対象）

【受付開始】　２月21日㈪～３月４日㈮

【受付場所】　生きがい対策課・各児童クラブ

　
※お問い合わせ先
　生きがい対策課　児童対策係
　　☎７３－１２１１（内線１４３３）

小中学校転校手続きが３月１日から変わります
　
　引越しをして小中学校が変わる場合、通常の手続きは、市民環
境課（住民係）窓口だけで、できるようになります。
①　他の市町村から転入する場合
　市民環境課（住民係）窓口で転入手続きを済ませた後、「学齢児童・
生徒異動通知書」（転入）をお受け取りください。その後、指定を
受けた学校へ「学齢児童・生徒異動通知書」と前の学校で交付さ
れた「在学証明書」と「教科書給与証明書」を提出され、速やか
に手続きをしてください。
②　市内で転居し、通学校が変更になる場合
　市民環境課（住民係）窓口で住民票の異動手続きを済ませた後、
「学齢児童・生徒異動通知書」( 転居 ) をお受け取りください。その
後、指定を受けた学校へ「学齢児童・生徒異動通知書」と前の学
校で交付された「在学証明書」と「教科書給与証明書」を提出され、
速やかに手続きをしてください。
③　他の市町村へ転出する場合
　市民環境課（住民係）窓口で転出手続きを済ませた後、「学齢児童・
生徒異動通知書」（転出）をお受け取りください。その後、現在在
学中の学校へ「学齢児童・生徒異動通知書」を提出してください。
学校が「在学証明書」と「教科書給与証明書」を発行しますので、持っ
て転出先の市町村で転入手続きをしてください。
◎協議の必要な場合は、教育委員会へ出向いていただくことがあります。
※お問い合わせ先
　教育委員会学校教育課指導係　☎７３－１２１１（内線 1314）

日　時 サ ー ク ル 名 場 所 日 時 サ ー ク ル 名 場 所
１日㈫ い る か サ ー ク ル 大 川 児 童 館 16日㈬ め だ か サ ー ク ル 諏 訪 団 地
〃 こ あ ら サ ー ク ル 瀬 之 浦 児 童 館 〃 カンガルーサークル 農村環境改善センター /牧内

２日㈬ ひ ま わ り ク ラ ブ 保 健 セ ン タ ー 17日㈭ ら っ こ サ ー ク ル み な み 保 育 園
３日㈭ ら っ こ サ ー ク ル み な み 保 育 園 22日㈫ か も め サ ー ク ル 鶴 川 内 児 童 館
８日㈫ か も め サ ー ク ル 鶴 川 内 児 童 館 〃 こ ぐ ま サ ー ク ル 働 く 婦 人 の 家
〃 カンガルーサークル 農村環境改善センター /牧内 23日㈬ カンガルーサークル 農村環境改善センター /牧内

９日㈬ カンガルーサークル 農村環境改善センター /牧内 24日㈭ ら っ こ サ ー ク ル み な み 保 育 園
10日㈭ ら っ こ サ ー ク ル み な み 保 育 園 31日㈭ ら っ こ サ ー ク ル み な み 保 育 園
15日㈫ こ あ ら サ ー ク ル 瀬 之 浦 児 童 館
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消 費 生 活 講 座（No.135)

　当窓口では、訪問販売など
に関する苦情・相談を受け付
け、問題解決と悪質商法によ
る被害防止に努めております。
しかしながら、年々悪質業者等の手口も複雑化し、特
に高齢者が狙われやすく相談の大半を占めています。
そこで高齢者の方々を対象に、消費者契約トラブルな
どの被害に遭わないための啓発を目的として「消費者
問題出前講座」を実施します。
　老人福祉センターや公民館などでの会合の際に約20
分程度お時間をいただき、次のようなお話をさせてい
ただいておりますので、会合などの日時、場所、人数
などをご連絡下さればお伺いいたします。
　
☆消費者問題出前講座の内容
　①悪徳商法の手口について
　②対処方法と予防方法について
　③相談事例の紹介と質疑応答など
　
※窓口(水産商工観光課内)では８時30分から17時まで 　
相談を受け付けております。おかしいな困ったなと思い
ましたら、お問い合わせください。
　☎７３－１２１１（内線１１１２）

消費生活相談窓口

国民年金だより

基礎年金番号ってなんだろう？

　「基礎年金番号」は、加入する年金制度ごとに別々に
付けられていた記号番号を、平成９年１月から共通化
したものです。この基礎年金番号ができたことにより、
学生が就職して会社員などになった場合や、会社を退
職して自分で事業をするようになった場合など、途中
で加入制度が変わったとしても番号が生涯変わらない
「一人一番号」の仕組みになり、異なる公的年金制度間
での情報交換を円滑に行い、未加入者の発生防止や各
種サービスができるようになりました。
【川内社会保険事務所による移動年金相談所の開設のお知らせ】
　　国民年金や厚生年金の手続きなど年金に関する相
　談を受けますので、この機会をご利用ください。
　（年金手帳などを持参してください）
　◇日時　３月９日㈬　１０時から１５時まで
　◇場所　阿久根市役所　２階会議室

※お問い合わせ先
　川内社会保険事務所　　　☎0996-22-5276（代表)
　市民環境課　国民年金係　☎73-1211（内線1423）

火葬場の使用料変更について
　現在、火葬場の使用料については、市外住
民（死亡者および使用者が本市に住所がない方）
のみ有料ですが、平成１７年４月 1日からは、
市内住民（死亡者または使用者が本市に住所が
ある方）も有料となりますので、ご理解くださ
い。なお、新たな使用料は次のとおりです。

火葬場使用料（平成 17 年４月１日以降）　
区　　　　分 単位 使用料

市内住民

満13歳以上の者 １体 4,000円
満13歳未満の者 １体 2,000円
死 産 児 １胎 2,000円
改 葬 骨 １棺 2,000円
そ の 他 １件 2,000円

市外住民

満13歳以上の者 １体 20,000円
満13歳未満の者 １体 15,000円
死 産 児 １胎 10,000円
改 葬 骨 １棺 10,000円
そ の 他 １件 　3,000円

※お問い合わせ先　市民環境課　環境対策係
　　　　　　　　　☎７３－１２１１(内線1425)

学校給食備品の公売について

市では、次のとおり学校給食備品を公売します。
　１　公売物件
　　阿久根中学校の給食室のステンレス製流し台、
　　調理台、水切り台、ガス回転釜、金たらい他
　２　公売方法
　　見積による一般競争入札
　３　公　売　日
　　期　日　　　３月２５日㈮　１４時
　　場　所　　　阿久根中学校給食室
　４　見積の条件
　　・参加資格は２０歳以上の個人又は団体です。
　　・見積書は、必要事項を記入後、記名押印し封か
　　　んの上、直接見積しなければなりません。（郵
　　　送による見積は認めません。）
　　・売買代金は、落札決定後５日以内に市の発行す
　　　る納入通知書により速やかに納付しなければな
　　　りません。
　　・見積書の様式は市が支給します。
　　・落札した物件は、３月２６日㈯までに搬出しな
　　　ければなりません。
５　当日持参するもの
　　印　鑑　、　筆記用具（ボ－ルペン）
　※お問い合わせ先　財政課管財係
　　　　　　　　☎７３－１２１１（内線１２２２）

お気軽に
ご相談ください
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み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
ト
鹿
児
島
県

地
域
活
動
連
絡
協
議
会
と
阿
久
根
お

ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
、
次
の
と

お
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま

す
。

◇
と
き　

２
月
19
日
㈯
13
時
〜

◇
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

◇
演
題

　
『
な
か
よ
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

◇
講
師　

長ち
ょ
う
あ
み

阿
彌　

幹み
き
お生　

氏

子
育
�
講
演
会
�
�
�
�

　

障
害
者
の
方
が
、
有
料
道
路
割
引

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
お
持

ち
の
障
害
者
手
帳
に
割
引
制
度
対
象

者
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
割
引
制
度
を
利
用
し
よ
う
と

す
る
方
で
、
ま
だ
証
明
の
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
有
料
道
路
を

利
用
さ
れ
る
前
に
生
き
が
い
対
策
課

で
証
明
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
の
手
続
き
に
必
要
な

も
の
は
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
本

人
運
転
の
場
合
は
本
人
の
運
転
免
許

証
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係　

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
６
）

お　 知　 ら　 せ －暮らしの情報－

有
料
道
路
�
�
障
害
者

割
引
制
度
�
�
利
用
�
方
�

　

ペ
イ
オ
フ
と
は
、
万
が
一
、
金
融

機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
預
金

者
に
保
険
金
を
預
金
保
険
機
構
か
ら

直
接
支
払
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
預
金
全
額
保
護
の
特

例
措
置
が
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
と
き

に
は
、
預
金
な
ど
の
う
ち
元
本
１
千

万
円
を
超
え
る
部
分
と
そ
の
利
息
等

が
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
意
味
で
、
例
え
ば
『
ペ
イ
オ

フ
解
禁
』
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合

で
も
「
預
金
者
保
護
制
度
」
に
よ
り
、

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金

や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
全

額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の

つ
く
普
通
預
金
な
ど
も
１
金
融
機
関

に
つ
き
預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本

１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
な
ど
が

保
護
さ
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
６
１
５
５

�
�
�
�
解
禁
拡
大
�

預
金
保
険
制
度
�
�
�
�

お
知
ら
せ

自
動
車
�
�
�
�
�
法
�

説
明
会
開
催
�
�
�
�

募　

集

　

中
古
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
車
体
整
備

業
者
な
ど
を
対
象
に
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
実
務
な
ど
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
23
日
㈭　

14
時
〜

◇
場
所　

鹿
児
島
市
中
央
公
民
館

※
説
明
会
参
加
申
し
込
み
先

㈶
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
（
５
４
０
５
）
６
０
５
１

市
民
講
師
�
募
集
�
�
�
！

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、

ま
た
誰
も
が
い
つ
で
も
自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
方
を
講
師
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

年
齢
や
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
個

人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
。

応
募
資
格
は
み
な
さ
ん
の「
や
る
気
」

で
す
。

◇
応
募
条
件

①
講
座
の
開
催
場
所
に
つ
い
て

　
「
働
く
婦
人
の
家
」
や
「
市
民
会

館
」、「
各
公
民
館
」
等
で
の
講
座
の

講
師
、
そ
の
他
単
発
で
の
講
座
等
を

担
当
し
て
い
た
だ
け
る
方

②
講
座
の
開
催
期
間
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
、
前
期
５
月
〜
９
月

の
12
回
、
ま
た
は
後
期
10
月
〜
１

月
の
12
回
で
１
講
座
を
修
了
予
定
で

す
（
講
座
内
容
に
よ
り
開
催
時
期
や

回
数
に
変
動
が
あ
り
ま
す
）。
な
お
、

講
座
内
容
や
時
期
の
関
係
で
、
開
設

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切　

平
成
17
年
３
月
９
日
㈬

◇
応
募
方
法

　

市
役
所
市
民
相
談
室
・
市
民
会

館
・
働
く
婦
人
の
家
・
図
書
館
・
大

川
出
張
所
・
脇
本
支
所
に
応
募
用　

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
各
場
所
に
提
出
す
る
か
生
涯

学
習
課
へ
℻
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
応
募
用
紙
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読

み
に
な
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
先  

阿
久
根
市
民
会
館
内　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課　

☎
（
７
２
）
１
０
５
１

℻
（
７
２
）
３
６
８
８

病
害
虫
�
�
�
延

防
止
�
�
協
力
�

　

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
列
島
に
は

さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
農
作
物
に
大
き

な
被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
の
病
害

虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
害
虫
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
、
発
生
地
域
か
ら
の
郵
便

小
包
や
宅
配
便
な
ど
で
生
の
サ
ツ
マ

イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
、
ア
サ
ガ

オ
類
、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ヨ
ウ

サ
イ
（
エ
ン
サ
イ
）
を
受
け
取
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
次
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
管
理
係

☎(

７
３)

１
２
１
１
（
内
線
１
１
３
７
）

農
林
水
産
省
植
物
防
疫
所
鹿
児
島
支
所

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
１
０
４
６

屋
外
広
告
物
�

許
可
�
必
要
�
�
�

催　

し

　

屋
外
広
告
物
法
の
改
正
に
よ
り
、

違
反
広
告
物
に
対
す
る
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
簡
易
な
手
続
き
で
撤
去
で

き
る
広
告
物
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、

街
路
樹
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
掲

示
さ
れ
た
、
は
り
札
類
や
広
告
旗
、

立
看
板
類
に
つ
い
て
は
、
市
が
撤
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
安
全
で
美
し
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
屋
外
広
告
物
が
適

正
に
掲
示
さ
れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
管
理
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
２
５
）
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お　 知　 ら　 せ－暮らしの情報－

誕
生

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
祈
�
�
�
�

休日の在宅医さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）

　

平
成
16
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

が
、
２
月
16
日
㈬
か
ら
始
ま
り
、
申

告
と
納
付
の
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
３

月
15
日
㈫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、

期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

出
水
税
務
署
☎
（
６
２
）
０
９
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

宮
ノ
原
凱か
い
ゆ
う友　

和　

幸
（　

潟　

）

谷
口　

諒
り
ょ
う　

　

豊

（
陣
之
尾
）

池
脇　

俊
し
ゅ
ん
す
け
輔　

雄　

一
（
丸　

内
）

新
藏　

竜り
ゅ
う
と斗　

捨　

思
（
新　

町
）

黒
石　

晟せ
い
や矢　

貴　

博
（　

段　

）

宮
前　

秀し
ゅ
い伊　

安　

則
（
牛
之
浜
）

西
田
侑ゆ

き

の
希
乃　

敏　

郎
（
中　

村
）

山
中　

洸
こ
う
し
ょ
う
星　

俊　

孝
（　

段　

）

川
畑　

果か

ほ穂　

順　

平
（
大　

尾
）

藤
園　

麗れ
い　

　

丞

（
波　

留
）

迫　
　

國
治
83
（
折
口
東
）
周　

一

前
平　

榮
三
91
（
牟　

田
）
盛　

雄

千
年
原
藤
夫
77
（
下　

村
）
ス
ヅ
子

尻
無
濵
ト
ミ
ノ
74
（
尻
無
中
）

力

若
松
ツ
ル
ミ
81
（
尻
無
上
）
和　

隆

倉
津　

ア
キ
95
（
倉　

津
）
則　

夫

河
野
オ
ワ
リ
81
（
深　

田
）
鉄　

三

山
本　

清
人
87
（　

浜　

）
清　

美

倉
津
タ
カ
子
70
（
倉　

津
）

務

永
井
野
チ
ヱ
74
（
尾　

崎
）
正　

利

宮
田　

常
志
83
（
中　

村
）
ハ
ツ
ミ

倉
津
り
の
あ
０
（
牧　

内
）
雄　

介

倉
津　

初
美
39
（
倉　

津
）
義　

文

花
園　

茂　

87
（
波　

留
）

博

川
畑　

定
實
85
（
大　

丸
）
シ
ズ
子

新
枦　

七
藏
86
（
佐　

潟
）
ハ
ツ
エ

浦
嶋　

利
治
74
（
瀬
之
浦
下
）
キ
ク
エ

野
﨑　

義
一
67
（
黒
之
浜
）
須
磨
恵

西
原　

忠
悟
86
（
槝
之
浦
西
）
原
園
伊
知
子

儀
間
ス
ミ
ヱ
74
（　

潟　

）
光　

男

倉
津　

ス
ソ
81
（
新　

町
）
西
園
命
司

中
原　

實
雄
75
（
尾　

原
）
ト
ミ
エ

坂
元
ツ
ル
ヱ
84
（
上　

野
）
川
畑
克
子

中
島　

ミ
ナ
93
（　

段　

）
忠　

雄

浦
﨑
ア
キ
ノ
92
（
大　

丸
）
敬　

三

川
畑
ミ
ス
子
79
（
上　

野
）
寛　

久

奥
平　

芳
子
71
（
尻
無
下
）
ア
サ
キ

谷
口　

光
夫
69
（
長　

谷
）

章

牟
田　

吉
助
88
（
牟　

田
）
照　

雄

飛
松　

八
藏
83
（
高
之
口
）
ツ
ル
ミ
ツ

川
端
ハ
ツ
エ
90
（　

潟　

）
初　

女

大
下
チ
カ
ノ
93
（
新　

町
）
下
脇
光
雄

田
上　

實　

75
（　

栫　

）
カ
ス
ミ

中
野　

巽

85
（
仲
仁
田
）
ミ　

ル

宮
内　

満
義
86
（
波　

留
）
清　

一

川
上
マ
ツ
ノ
97
（
深　

田
）
メ
イ
子

所
得
税
�
確
定
申
告
�

自
分
�
書
�
�
�
早
�
�

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増

え
る
２
月
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

�
月
�
省
�
�
月
間
�
�

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

貢
献
で
き
る
だ
け
で
な
く
家
計
も
助

け
ま
す
。
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
が
、
大
き
な
省
エ
ネ
の
第

一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
部
屋
で
は
一
枚
多
く
着
て
暖
房
温

　

度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

○
天
気
の
い
い
日
は
カ
ー
テ
ン
を
あ

　

け
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
取

　

り
入
れ
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節

　

約
し
ま
し
ょ
う
。

○
入
浴
時
の
シ
ャ
ワ
ー
の
出
し
っ
ぱ

　

な
し
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
お
風
呂
は
お
湯
が
冷
め
な
い
う
ち

　

に
連
続
し
て
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
必
要
な
照
明
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

　

つ
け
っ
放
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
短
距
離
の
移
動
に
際
し
て
は
、
自

　

動
車
を
利
用
せ
ず
な
る
べ
く
徒
歩

　

や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇
日
時　

３
月
１
日
㈫
・
15
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

◇
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○２月２０日

門松医院　　　　　　☎64６１００

　　　　　　　　　　　（大　丸）

瀬戸口歯科医院　　　☎72０６４８

　　　　　　　　　　　（　 町　）

○２月２７日

山田クリニック　　　☎72０４２０

　　　　　　　　　　　（　 町　）

しお歯科医院　　　　☎67５８４４

　　　　　　　　（出水市下鯖渕）

○３月６日

北国医院　　　　　　☎72００１６

　　　　　　　　　　　（　 町　）

つばさ歯科医院　　　☎62８５１９

　　　　　　　　（出水市西出水）

○３月１３日

林胃腸科外科　　　　☎73３６３９

　　　　　　　　　　　（大丸町）

石澤歯科医院　　　　☎84４４１１

　　　　　　　　　（野田町上名）

※休日の診療時間

在　宅　医　各医療機関の平日の

　　　　　　診療時間と同じです。

歯科在宅医　午前８時～正午

阿久根市民病院健康教室
テーマ「減塩食の食事について（調理実習）」
日時　３月１６日㈬　14時～ 15時
場所　阿久根市民病院看護学校
★参加される方は、３月10日㈭までに申
　し込みの上、材料費300円が必要です。
※お申し込み・お問い合わせ先
　阿久根市民病院地域医療連携室
　　　☎７３－１３６８

県男女共同参画センター相談室

（県民交流センター内）について

　家庭、職場などでの性別に関する悩
みに女性相談員が応じます。気軽に相
談ください。
【受付時間】　　9時から 17 時まで
　　　　　　　（原則、月曜日は休み）
【相談室電話】０９９（２２１）６６３０
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Fresh Smile
アクネホットライン☎７３－１１１１ お気軽にお電話を

た
だ
今
青
春
！

尾 

上 

磨
須
美 

さ
ん
(18)

（
う
お
座
・
Ｏ
型　

波
留
区
）

サークル紹介

『私たちと一緒に素敵な絵を描いてみませんか…』
働く婦人の家　育成グループ　

楽
らくがきかい

描会（絵画） 　

　私たち「楽
らくがきかい

描会」は、毎月第
１・３水曜日の午後１時 30 分
から午後３時 30 分まで、働く
婦人の家で優しい先生のご指導
のもと、手で描いているのか？
口で描いているのか？というぐ
らい、いつも楽しくにぎやかに
絵を描いています。会員は、思
い思いに水彩画やアクリル画な
ど描き、時にはスケッチを兼ねた食事に出かけたり、
美術館めぐりをしたりしています。

◆趣味は何ですか・・・
　　スポーツは何でも好きです。特に、小学生の頃から
　始めた剣道が好きで、中学生の時に団体の部で県大会
　優勝、高校の時には個人の部で九州大会ベスト８にな
　りました。
◆性格を自己分析して＜ださい・・・　明るくて優しい。
◆理想の異性像は・・　責任感のある人です。
◆将来の夢は・・・
　　今、作業療法士を目指して専門学校に通っています。
　勉強は大変ですが、将来は患者さんから信頼される作
　業療法士になりたいです。
◆阿久根について一言・・・
　きれいな海や自然がたくさん残っているところです。

次は　野田　慶太くん（大尾区）あなたの番です。

　

新
港
と
阿
久
根
大
島
を
結
ぶ
定
期

航
路
で
「
カ
モ
メ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

が
楽
し
め
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
先

日
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

定
期
船
が
新
港
沖
の
防
波
堤
近
く

を
通
る
時
に
、
定
期
船
か
ら
エ
サ
を

ま
く
と
、
防
波
堤
で
羽
を
休
め
て
い

た
約
50
羽
の
カ
モ
メ
が
エ
サ
を
求
め

て
、
す
ぐ
近
く
ま
で
寄
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
冬
の
下
村
海
岸
で
は
、
季

節
風
に
よ
る
高
い
波
が
サ
ー
フ
ィ
ン

愛
好
者
（
サ
ー
フ
ァ
ー
）
の
間
で
大

好
評
。
週
末
と
も
な
る
と
、
駐
車
場

に
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
多
数
見

ら
れ
る
な
ど
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
久
根
大
島
、
下
村
海
岸
は
、
い

ず
れ
も
夏
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
冬
な
ら
で
は
の

魅
力
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
角
島
）

人　　口
２月１日現在(　)は前月比
人　口　　25,849人(－36)
　男　　　12,017人(－22)
　女　　　13,832人(－14)
世帯数　　10,830戸(－８)
出　生 11人　死　亡 36人
転　入 49人　転　出 60人

100
古紙配合100％再生紙を使用しています。

男子第15回・女子第12回

阿久根市長旗九州選抜高等学校駅伝競走大会

期　　日　３月13日（日）
スタート　女子：10時00分　　男子：11時40分
コ  ー  ス　市総合運動公園陸上競技場発着
　　　　　　男子７区間　４２．１９５㌔
　　　　　　女子５区間　２１．０９７５㌔
※九州各県の実力校の白熱したレースが期待されます。
　皆さんの温かいご声援をよろしくお願いします。


